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京都大学高等教育研究第6号

r京都大学高等教育研究』編集規定

1．本誌は京都大学高等教育教授システム開発センターの研究誌として、原則として1年に1回発行する。

2・本誌には・本センタ…関係教官の研究論文等の他・共同研究の報告その他本センタ…の研究活動・本学の高等教

育改革に関する記事等を編集掲載する。

3・本誌の編集のために編集委員をおく。編集委員長は・センター長が委嘱する・編集委員長は編集委員若干名を委

嘱する。編集事務を担当するために編集幹事をおく。編集幹事は編集委員長が委嘱する。編集委員長及び編集委員

の任期は1年とする。但し、再任を妨げない。

4　編集委員会は、各年度の編集方針その他編集に必要な事項を定める。

5　本誌に論文等の掲載を希望する者は・tTt定の論文投稿要領及び編集委員会の定める各年度の編集方針に従い、原

稿3部（うち2部はコピ・一可）及び原稿をテキストファイルで保存したフロヅピーディスク（2HD，1．4MB）を編集

委員会事務局に送付しなけれぽならない。

6　投稿された論文等の掲載は、編集委員会の合議によって決定する。

7　掲載される論文等について、編集委員会は若干の変更を加えることができる。但し、内容に関して重要な変更を

加える場合は、執筆老との協議を経るものとする。

（附則）本規定は、平成10年度発行の『京都大学高等教育研究』第4号から施行する。

『京都大学高等教育研究』投稿規定

1　論稿の内容は、E本及び世界の高等教育研究に寄与しうるものとする。

2　投稿された論稿は、レフェリー制度を通じて選定の上編集される。投稿原稿は原則として返却しない。

3　用語は原則として日本語を用いること。但し、特殊な文字ならびに記号の使用については編集委員会に相談のこ

　と。

4　論稿は原則として以下の作成要領により、ワープロによって作成するものとする。

　・A4版用紙を縦位置で使用し、横書きとする。

　・1，000字を1頁とし、20頁以内の分量とする（図表、註、参考文献を含む）。

　・論文題名の後に題名の英訳及び英文2◎O語程度の論文要約を付すこと。

5　稿料の支払い、掲載料の徴収は行わない。但し抜き刷りを50部贈呈する。なお、それ以外にもあらかじめ注文が

　あれば実費で作成する。

6　投稿希望者は「『京都大学高等教育研究』投稿のための注意」を編集委員会に請求すること。

7　本規定の改正は編集委員会が行う。

（附則）本規定は、平成12年度発行の『京都大学高等教育研究』第6号から施行する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学高等教育研究第6号

　　　　　　　　　　　『京都大学高等教育研究』投稿のための注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年5月14日制定

1　論文原稿は未発表のものに限る。但し、口頭発表及びその配布資料はこの限りでない。

2　使用漢字は常用漢字を、仮名つかいは現代仮名つかいを原則とする。数字は原則として算用数字を使用する。計

　量単位は，原則として国際単位系（SI）を用いる。

3　外国人名、外国地名に原語を用いるほかは、叙述中の外国語は活字体で表記し、なるべく訳語をつける。

4　註及び引用文献は、論文末に一括して掲げる。引用註は、論文の場合、著者、論文名、雑誌名、巻、号、年、頁

　の順とし、単行本の場合、著者、書名、発行所、年、頁の順とする。

　例　・田中毎実「定時公開授業『ライフサイクルと教育」（1）一平成8年度実施のために一」『京都大学高等教育研究』

　　　　第2号、1996年、127頁。

　　　・讃岐幸治・田中毎実共編rライフサイクルと教育』青葉図書、1995年、5頁。

5　引用文献と註を区別し、註は本文中の該当個所に、上付き文字で（1）、（2）…と指示し、論文原稿末尾にまとめて記

　載する。記載例は、4による。

6　引用文献は、本文中では、著者名（出版年）、あるいは（著者名、出版年）として表示する。同一著者の同一年

　の文献については、a，　b，　c，…をつける。

　例　・田中（1995a）が強調するように、…

　　　・という調査結果も提示されている（田中、1996）。

7　引用文献は、日本語文献、外国語文献を問わず、註のあとにまとめてアルファベット順に記載する。

例　・田中毎実「定時公開授業rライフサイクルと教育』（1）一平成8年度実施のために一」『京都大学高等教育研究』

　　　第2号、1996年。

8　脚注は、表題、所属機関の補足説明、謝辞、内容の補足説明に限り用いる。全ての脚注を1枚の用紙に書き、ロー

　マ数字iii…で通し番号をつける。

9　論文の題名の英訳及び論文の英語による200語程度の要約を、日本語題名の後につけること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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